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【 請 求 項 １ 】
　 多 孔 質 導 電 体 （ Ａ ） と 触 媒 層 （ Ｂ ） を 含 む 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 に お い て 、 触 媒
層 （ Ｂ ） は 、 白 金 を に 担 持 し て な る 触 媒 と プ ロ ト ン 伝 導 体 と の 混 合 体 か ら 形 成
さ れ 、 か つ 、 該 プ ロ ト ン 伝 導 体 は 、 ｓ ｏ ｌ － ｇ ｅ ｌ 反 応 に よ る 金 属 － 酸 素 結 合 か ら な る 架
橋 構 造 体 （ ａ ） と 該 架 橋 構 造 と 共 有 結 合 で 結 合 し た 酸 基 を 有 し て い る 酸 基 含 有 構 造 体 （ ｂ
） と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 。
【 請 求 項 ２ 】
　 触 媒 層 （ Ｂ ） 中 の 白 金 を に 担 持 し て な る 触 媒 と プ ロ ト ン 伝 導 体 の 比 率 は 、 触
媒 層 と 多 孔 質 導 電 体 （ Ａ ） と が 接 す る 接 合 面 側 で 最 も 低 く 、 触 媒 層 と 固 体 高 分 子 膜 と が 接
す る 接 合 面 側 で 最 も 高 く な る 傾 斜 配 分 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 固
体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 。
【 請 求 項 ３ 】
　 触 媒 層 （ Ｂ ） は 、 さ ら に 、 白 金 を 担 持 し て い な い を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 白 金 を 担 持 し て い な い の 含 有 比 率 は 、 白 金 を 担 持 し た に 対 し
て 、 １ ～ ３ ０ 重 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電
極 。
【 請 求 項 ５ 】
　

【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク は 、 Ｂ Ｅ Ｔ 法 で 評 価 さ れ る 比 表 面 積 が ６ ０ ０ ～ １
１ ０ ０ ｍ ２ ／ ｇ の カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 固 体 高 分 子
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前 記 導 電 性 材 料 は 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 。
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形 燃 料 電 池 用 電 極 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク は 、 Ｄ Ｂ Ｐ 吸 油 量 が ２ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ｍ ｌ ／ １ ０ ０
ｇ カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料
電 池 用 電 極 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 白 金 を 担 持 し て い な い カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク は 、 Ｂ Ｅ Ｔ 法 で 評 価 さ れ る 比 表 面 積 が １ ０
～ ２ ０ ０ ０ ｍ ２ ／ ｇ で あ り 、 か つ Ｄ Ｂ Ｐ 吸 油 量 が １ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ｍ ｌ ／ １ ０ ０ ｇ で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 。
【 請 求 項 ９ 】
　 架 橋 構 造 体 （ ａ ） は 、 構 造 式 （ １ ） で 表 さ れ る 構 造 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 。
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 Ｘ は 架 橋 に 関 与 す る － Ｏ － 結 合 又 は Ｏ Ｈ 基 で あ り 、 Ｒ １ は 炭 素 数 １ ～ ５ ０ の ポ リ
メ チ レ ン 鎖 を 表 し 、 Ｒ ２ は メ チ ル 、 エ チ ル 、 プ ロ ピ ル 、 ブ チ ル 又 は フ ェ ニ ル 基 の い ず れ か
の 基 を 表 し 、 ｎ は ０ 、 １ 又 は ２ の い ず れ か で あ る 。 ）
【 請 求 項 １ ０ 】
　 酸 基 含 有 構 造 体 （ ｂ ） は 、 構 造 式 （ ２ ） で 示 さ れ る 構 造 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 。
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 Ｘ は 架 橋 に 関 与 す る － Ｏ － 結 合 又 は Ｏ Ｈ 基 で あ り 、 Ｒ ３ は 炭 素 数 １ ～ ５ ０ の 酸 基
を 含 ん だ 有 機 基 を 表 し 、 Ｒ ２ は メ チ ル 、 エ チ ル 、 プ ロ ピ ル 、 ブ チ ル 又 は フ ェ ニ ル 基 の い ず
れ か の 基 を 表 し 、 ｍ は ０ 、 １ 又 は ２ の い ず れ か で あ る 。 ）
【 請 求 項 １ １ 】
　 酸 基 含 有 構 造 体 （ ｂ ） は 、 構 造 式 （ ３ ） で 示 さ れ る 構 造 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 。
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 Ｘ は 架 橋 に 関 与 す る － Ｏ － 結 合 ま た は Ｏ Ｈ 基 で あ り 、 Ｒ ２ は メ チ ル 、 エ チ ル 、 プ
ロ ピ ル 、 ブ チ ル 又 は フ ェ ニ ル 基 の い ず れ か の 基 を 表 し 、 Ｚ は Ｓ Ｏ ３ Ｈ を 表 し 、 ｍ は ０ 、 １
又 は ２ の い ず れ か で あ り 、 ｎ は １ ～ ２ ０ の 整 数 で あ る 。 ）
【 請 求 項 １ ２ 】
　 多 孔 質 導 電 体 （ Ａ ） と 触 媒 層 （ Ｂ ） を 含 む 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 で あ
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っ て 、 白 金 を に 担 持 し て な る 触 媒 と 酸 基 含 有 化 合 物 と を 混 合 し て ス ラ リ ー を 形
成 す る 第 一 の 工 程 、 第 一 の 工 程 で 得 た ス ラ リ ー に 硬 化 性 材 料 を 混 合 し 、 ペ ー ス ト に す る 第
二 の 工 程 、 第 二 の 工 程 で 生 成 し た ペ ー ス ト を 多 孔 質 導 電 体 （ Ａ ） 上 に 塗 工 し て プ レ ス す る
第 三 の 工 程 、 及 び 第 三 の 工 程 で 得 た シ ー ト 状 物 を 乾 燥 及 び プ レ ス を 行 う 第 四 の 工 程 を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 固 体 高 分 子 形
燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 多 孔 質 導 電 体 （ Ａ ） と 触 媒 層 （ Ｂ ） を 含 む 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 で あ
っ て 、 白 金 を に 担 持 し て な る 触 媒 と 酸 基 含 有 化 合 物 と を 混 合 し て ス ラ リ ー を 形
成 す る 第 一 の 工 程 、 第 一 の 工 程 で 得 た ス ラ リ ー に 硬 化 性 材 料 を 混 合 し 、 ペ ー ス ト に す る 第
二 の 工 程 、 第 二 の 工 程 で 生 成 し た ペ ー ス ト に 、 白 金 を 担 持 し て い な い を 添 加 す
る 第 二 ’ の 工 程 、 第 二 ’ の 工 程 で 得 た ペ ー ス ト を 多 孔 質 導 電 体 （ Ａ ） 上 に 塗 工 し て プ レ ス
す る 第 三 の 工 程 、 お よ び 第 三 の 工 程 で 得 た シ ー ト 状 物 を 乾 燥 及 び プ レ ス を 行 う 第 四 の 工 程
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電
池 用 電 極 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
多 孔 質 導 電 体 （ Ａ ） と 触 媒 層 （ Ｂ ） を 含 む 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 で あ っ
て 、 白 金 を に 担 持 し て な る 触 媒 と 酸 基 含 有 化 合 物 と を 混 合 し て ス ラ リ ー を 形 成
す る 第 一 の 工 程 、 第 一 の 工 程 で 得 た ス ラ リ ー に 硬 化 性 材 料 を 混 合 し 、 ペ ー ス ト に す る 第 二
の 工 程 、 第 二 の 工 程 で 生 成 し た ペ ー ス ト を 多 孔 質 導 電 体 （ Ａ ） 上 に 塗 工 す る 第 三 の 工 程 、
第 三 の 工 程 で 塗 工 し た ペ ー ス ト 中 の 触 媒 と 生 成 す る プ ロ ト ン 伝 導 体 の 比 率 が 多 孔 質 伝 導 体
（ Ａ ） 側 が 最 も 低 く 、 反 対 側 に 徐 々 に 増 加 し て い く 傾 斜 配 分 に な る よ う に 形 成 す る 第 三 ’
の 工 程 、 及 び 第 三 ’ の 工 程 で 得 た シ ー ト 状 物 を 乾 燥 及 び プ レ ス を 行 う 第 四 の 工 程 を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃
料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 一 の 工 程 は 、 ボ ー ル ミ ル に よ る の 粉 砕 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 一 の 工 程 と 前 記 第 二 の 工 程 の 間 、 及 び 前 記 第 二 の 工 程 と 前 記 第 三 の 工 程 の 間 に 混
合 物 を ０ ～ ４ ０ ℃ と す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に
記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 二 の 工 程 で 得 ら れ る ペ ー ス ト の 粘 度 が 、 ５ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ ｃ ｐ で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方
法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 三 の 工 程 は 、 バ ー コ ー タ ー 又 は ナ イ フ コ ー タ ー を 使 用 す る ド ク タ ー ブ レ ー ド 法 を
用 い て 、 塗 工 面 を ０ ～ ４ ０ ℃ の 温 度 範 囲 に 温 度 調 整 し な が ら 塗 工 し 、 次 い で ロ ー ル プ レ ス
の 冷 間 プ レ ス を 行 い 、 厚 み を 均 一 化 す る 方 法 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 四 の 工 程 は 、 溶 媒 乾 燥 工 程 、 冷 間 プ レ ス 工 程 、 及 び ホ ッ ト プ レ ス 工 程 か ら 構 成 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用
電 極 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 冷 間 プ レ ス 工 程 は 、 ０ ～ ５ ０ ℃ の 温 度 下 、 ５ ～ ２ ０ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ２ の 圧 力 で １ ０ ～ ６
０ 秒 間 プ レ ス す る 工 程 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池
用 電 極 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
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　 前 記 ホ ッ ト プ レ ス 工 程 は 、 １ ３ ０ ～ ２ ０ ０ ℃ の 温 度 下 、 １ ０ ～ ３ ０ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ２ の 圧 力
で ３ 秒 ～ １ ０ 分 間 プ レ ス す る 工 程 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 固 体 高 分 子
形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 ホ ッ ト プ レ ス 工 程 は 、 触 媒 層 （ Ｂ ） の 上 に 多 孔 質 板 を 載 せ て プ レ ス す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 三 ’ の 工 程 は 、 第 三 の 工 程 で 得 ら れ た 多 孔 質 導 電 体 （ Ａ ） 上 に 塗 工 し た ペ ー ス ト
側 を 下 側 に 保 持 す る 工 程 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電
池 用 電 極 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 第 三 ’ の 工 程 に お い て 、 前 記 ペ ー ス ト 側 に 撥 水 性 シ ー ト を 接 触 さ せ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 撥 水 性 シ ー ト は 、 溶 媒 飛 散 用 の 複 数 の 直 径 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ２ μ ｍ の 孔 を 有 し て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 第 １ の 発 明 に よ れ ば 、 多 孔 質 導 電 体 （ Ａ ） と 触 媒 層 （ Ｂ ） を 含 む 固
体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 に お い て 、 触 媒 層 （ Ｂ ） は 、 白 金 を に 担 持 し て な る
触 媒 と プ ロ ト ン 伝 導 体 と の 混 合 体 か ら 形 成 さ れ 、 か つ 、 該 プ ロ ト ン 伝 導 体 は 、 ｓ ｏ ｌ － ｇ
ｅ ｌ 反 応 に よ る 金 属 － 酸 素 結 合 か ら な る 架 橋 構 造 体 （ ａ ） と 該 架 橋 構 造 と 共 有 結 合 で 結 合
し た 酸 基 を 有 し て い る 酸 基 含 有 構 造 体 （ ｂ ） と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 固 体 高 分 子 形 燃
料 電 池 用 電 極 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 触 媒 層 （ Ｂ ） 中 の 白 金 を

に 担 持 し て な る 触 媒 と プ ロ ト ン 伝 導 体 の 比 率 は 、 触 媒 層 と 多 孔 質 導 電 体 （ Ａ ） と
が 接 す る 接 合 面 側 で 最 も 低 く 、 触 媒 層 と 固 体 高 分 子 膜 と が 接 す る 接 合 面 側 で 最 も 高 く な る
傾 斜 配 分 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 又 は ２ の 発 明 に お い て 、

こ と を 特 徴 と す る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用
電 極 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ４ の 発 明 に よ れ ば 、

で あ る こ と
を 特 徴 と す る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ５ の 発 明 に よ れ ば 、

で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 が 提 供 さ
れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ６ 発 明 に よ れ ば 、 第 ５ の 発 明 に お い て 、

で あ る こ と を 特 徴 と
す る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ８ の 発 明 に よ れ ば 、 第 ５ の 発 明 に お い て 、

で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 高 分 子 形
燃 料 電 池 用 電 極 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 架 橋 構 造 体 （ ａ ） は 、 構 造
式 （ １ ） で 表 さ れ る 構 造 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 が 提 供 さ
れ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
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第 ３ の 発 明 に お い て 、 前 記 白 金 を 担 持 し て い な い
導 電 性 材 料 の 含 有 比 率 は 、 白 金 を 担 持 し た 導 電 材 料 に 対 し て 、 １ ～ ３ ０ 重 量 ％

第 １ ～ ４ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 前 記 導 電 性
材 料 は 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク

及 び ７ の 前 記 白 金 を 担 持 す る
カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク は 、 Ｂ Ｅ Ｔ 法 で 評 価 さ れ る 比 表 面 積 が ６ ０ ０ ～ １ １ ０ ０ ｍ ２ ／ ｇ で あ り
、 Ｄ Ｂ Ｐ 吸 油 量 が ２ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ｍ ｌ ／ １ ０ ０ ｇ の カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク

前 記 白 金 を 担 持 し て い な い
カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク は 、 Ｂ Ｅ Ｔ 法 で 評 価 さ れ る 比 表 面 積 が １ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ｍ ２ ／ ｇ で あ り 、
か つ Ｄ Ｂ Ｐ 吸 油 量 が １ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ｍ ｌ ／ １ ０ ０ ｇ

９



　 ま た 、 本 発 明 の 第 の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 酸 基 含 有 構 造 体 （ ｂ ） は
、 構 造 式 （ ２ ） で 示 さ れ る 構 造 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 が
提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 酸 基 含 有 構 造 体 （ ｂ ） は
、 構 造 式 （ ３ ） で 示 さ れ る 構 造 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 が
提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 の 発 明 に よ れ ば 、 多 孔 質 導 電 体 （ Ａ ） と 触 媒 層 （ Ｂ ） を 含 む 固 体
高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 白 金 を に 担 持 し て な る 触 媒 と 酸
基 含 有 化 合 物 と を 混 合 し て ス ラ リ ー を 形 成 す る 第 一 の 工 程 、 第 一 の 工 程 で 得 た ス ラ リ ー に
硬 化 性 材 料 を 混 合 し 、 ペ ー ス ト に す る 第 二 の 工 程 、 第 二 の 工 程 で 生 成 し た ペ ー ス ト を 多 孔
質 導 電 体 （ Ａ ） 上 に 塗 工 し て プ レ ス す る 第 三 の 工 程 、 及 び 第 三 の 工 程 で 得 た シ ー ト 状 物 を
乾 燥 及 び プ レ ス を 行 う 第 四 の 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る

固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 の 発 明 に よ れ ば 、 多 孔 質 導 電 体 （ Ａ ） と 触 媒 層 （ Ｂ ） を 含 む 固 体
高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 白 金 を に 担 持 し て な る 触 媒 と 酸
基 含 有 化 合 物 と を 混 合 し て ス ラ リ ー を 形 成 す る 第 一 の 工 程 、 第 一 の 工 程 で 得 た ス ラ リ ー に
硬 化 性 材 料 を 混 合 し 、 ペ ー ス ト に す る 第 二 の 工 程 、 第 二 の 工 程 で 生 成 し た ペ ー ス ト に 、 白
金 を 担 持 し て い な い を 添 加 す る 第 二 ’ の 工 程 、 第 二 ’ の 工 程 で 得 た ペ ー ス ト を
多 孔 質 導 電 体 （ Ａ ） 上 に 塗 工 し て プ レ ス す る 第 三 の 工 程 、 お よ び 第 三 の 工 程 で 得 た シ ー ト
状 物 を 乾 燥 及 び プ レ ス を 行 う 第 四 の 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る

固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 の 発 明 に よ れ ば 、 多 孔 質 導 電 体 （ Ａ ） と 触 媒 層 （ Ｂ ） を 含 む 固 体
高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 白 金 を に 担 持 し て な る 触 媒 と 酸
基 含 有 化 合 物 と を 混 合 し て ス ラ リ ー を 形 成 す る 第 一 の 工 程 、 第 一 の 工 程 で 得 た ス ラ リ ー に
硬 化 性 材 料 を 混 合 し 、 ペ ー ス ト に す る 第 二 の 工 程 、 第 二 の 工 程 で 生 成 し た ペ ー ス ト を 多 孔
質 導 電 体 （ Ａ ） 上 に 塗 工 す る 第 三 の 工 程 、 第 三 の 工 程 で 塗 工 し た ペ ー ス ト 中 の 触 媒 と 生 成
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す る プ ロ ト ン 伝 導 体 の 比 率 が 多 孔 質 伝 導 体 （ Ａ ） 側 が 最 も 低 く 、 反 対 側 に 徐 々 に 増 加 し て
い く 傾 斜 配 分 に な る よ う に 形 成 す る 第 三 ’ の 工 程 、 及 び 第 三 ’ の 工 程 で 得 た シ ー ト 状 物 を
乾 燥 及 び プ レ ス を 行 う 第 四 の 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る

固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 の 発 明 に よ れ ば 、 第 の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 前 記
第 一 の 工 程 は 、 ボ ー ル ミ ル に よ る の 粉 砕 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 固 体 高 分
子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 の 発 明 に よ れ ば 、 第 の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 前 記
第 一 の 工 程 と 前 記 第 二 の 工 程 の 間 、 及 び 前 記 第 二 の 工 程 と 前 記 第 三 の 工 程 の 間 に 混 合 物 を
０ ～ ４ ０ ℃ と す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 が
提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 の 発 明 に よ れ ば 、 第 の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 前 記
第 二 の 工 程 で 得 ら れ る ペ ー ス ト の 粘 度 が 、 ５ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ ｃ ｐ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 の 発 明 に よ れ ば 、 第 の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 前 記
第 三 の 工 程 は 、 バ ー コ ー タ ー 又 は ナ イ フ コ ー タ ー を 使 用 す る ド ク タ ー ブ レ ー ド 法 を 用 い て
、 塗 工 面 を ０ ～ ４ ０ ℃ の 温 度 範 囲 に 温 度 調 整 し な が ら 塗 工 し 、 次 い で ロ ー ル プ レ ス の 冷 間
プ レ ス を 行 い 、 厚 み を 均 一 化 す る 方 法 で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電
極 の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 の 発 明 に よ れ ば 、 第 の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 前 記
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第 四 の 工 程 は 、 溶 媒 乾 燥 工 程 、 冷 間 プ レ ス 工 程 、 及 び ホ ッ ト プ レ ス 工 程 か ら 構 成 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 の 発 明 に よ れ ば 、 第 の 発 明 に お い て 、 前 記 冷 間 プ レ ス 工 程 は
、 ０ ～ ５ ０ ℃ の 温 度 下 、 ５ ～ ２ ０ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ２ の 圧 力 で １ ０ ～ ６ ０ 秒 間 プ レ ス す る 工 程 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 の 発 明 に よ れ ば 、 第 の 発 明 に お い て 、 前 記 ホ ッ ト プ レ ス 工 程
は 、 １ ３ ０ ～ ２ ０ ０ ℃ の 温 度 下 、 １ ０ ～ ３ ０ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ２ の 圧 力 で ３ 秒 ～ １ ０ 分 間 プ レ ス
す る 工 程 で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 の 発 明 に よ れ ば 、 第 の 発 明 に お い て 、 前 記 ホ ッ ト プ
レ ス 工 程 は 、 触 媒 層 （ Ｂ ） の 上 に 多 孔 質 板 を 載 せ て プ レ ス す る こ と を 特 徴 と す る 固 体 高 分
子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 の 発 明 に よ れ ば 、 第 の 発 明 に お い て 、 前 記 第 三 ’ の 工 程 は 、
第 三 の 工 程 で 得 ら れ た 多 孔 質 導 電 体 （ Ａ ） 上 に 塗 工 し た ペ ー ス ト 側 を 下 側 に 保 持 す る 工 程
で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 の 発 明 に よ れ ば 、 第 の 発 明 に お い て 、 前 記 第 三 ’ の 工 程 に お
い て 、 前 記 ペ ー ス ト 側 に 撥 水 性 シ ー ト を 接 触 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 高 分 子 形 燃 料 電
池 用 電 極 の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 の 発 明 に よ れ ば 、 第 の 発 明 に お い て 、 前 記 撥 水 性 シ ー ト は 、
溶 媒 飛 散 用 の 複 数 の 直 径 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ２ μ ｍ の 孔 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 固 体 高
分 子 形 燃 料 電 池 用 電 極 の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る 。
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